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－５ 松
まつ

尾
お

町
まち

近
ちこう

津
づ

・平
ひら

山
やま

の祭礼にみる歴史的風致  

 

（１）はじめに 

熊本市西区松尾町は、西区の中でも西の端
はし

にあり、有明
ありあけ

海
かい

に面し、金
きん

峰
ぽう

山
ざん

や権
ごん

現
げん

山
やま

などに接する町である。 

松尾町の一地区である近津は、近津村を前身とする有明海に面した

地域である。寛平５年（893）に勧
かん

請
じょう

された近津鹿
か

島
しま

神社では、同年に

起こった新羅
し ら ぎ

の海
かい

賊
ぞく

との攻
こう

防
ぼう

を模
も

した「火ノ神祭り」という火を用い

る勇壮
ゆうそう

な祭りが行われる。 

また、近津地区の東側、金峰山の西斜面に位置する平山村には、近

津鹿島神社の本社とされる平山神社がある。平山神社の例大祭は、近

津の港への潮
しお

水
みず

汲
く

みや近津旧家への御
ご

幣
へい

の受取など、古来の形式を残

したまま受け継がれている。 

このように、近津鹿島神社などの歴史ある建造物を中心に執り行わ

れる、古来の形式を残す祭礼神事が継承されており、特有の市街地環

境を形成している。 

 

（２）近津・平山の歴史的風致を形成する建造物  

①近津鹿島神社 

近津鹿島神社は、熊本市西区松尾町近津に所在する。

祭神は、武
たけ

甕
みか

槌
づちの

神
かみ

（建
たけ

御
みか

雷
づち

之
の

男
おの

神
かみ

）であり、寛平５年

（893）に勧請された。大正８年（ 1919）に旧近津村の

村社として列格、昭和28年（1953）に宗教法人近津鹿島

神社として発足した。 

本殿に残された棟
むな

札
ふだ

には、「天保七丙申年（1836） 九

月吉日」に造立
ぞうりゅう

されたと記されており、そのころに建築

されたと考えられる。 

昭和55年（ 1980）、拝殿の雨
あま

漏
も

りが発覚し、全面瓦葺

替を竣工。また、同時に神殿内の氏神の 祠
ほこら

が老朽化・

虫害の被害により修理不可能であったため、大川市藤吉

（福岡県大川市の藤吉神棚製作所）に作成を依頼し、新

調している。その際、従来氏神様１体を祀っていたところ

に大形作の側二神も同一棟に納められた。平成27年（2015）

棟札  

棟札  
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には、拝殿の床の修復、本殿屋根と縁の補修が行われた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

②平山神社 

平山神社は、熊本市西区松尾町平山に建つ、旧平山村における村社

である。創立年代は不明。一説によると、平山神社の分社が近津の神

社であるとされる。明治時代に村社となるとともに地名をとって「平

山神社」と号したが、元々の名は「御
ご

室
しつ

神社」であった。 

鳥居には、大正３年（ 1914）４月、神殿の玉垣には、大正４年（1915）

と刻まれている。 

祭神は大山
おおやま

津
つ

見
みの

神
かみ

。祭日は10月14日であり、「神楽
か ぐ ら

十二座演目」の奉

納と「火
ひ

焚
た

き神事」が執り行われる。 

昭和42年（ 1967）に神殿の改築が行われている。現在、拝殿にはこ

のときの寄付者奉名板（昭和 41年と記載されている）が設置されてい

る。また、平成11年（ 1999）に台風の被害を受け、建物と屋根の改修

が行われた。このとき、神殿の屋根が銅板に変更された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）近津・平山の歴史的風致を形成する活動  

①近津鹿島神社の「火ノ神祭り」 

近津鹿島神社の「火ノ神祭り」は、 10月14日に行われる。中心とな

平山神社  遠景  

近津鹿島神社  遠景  近津鹿島神社  拝殿  

平山神社  拝殿  
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るのは海賊との攻防を模した「火ノ神祭り」であるが、あわせて地域

の七五三・還暦を祝う神事、神楽の奉納が行われる。  

昭和29年（1954）10月16日（土）や昭和30年（1955）10月16日（日）

の熊本日日新聞に祭りの様子が掲載されている。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 「火ノ神祭り」の由来と歴史 

「火ノ神祭り」は、近津鹿島神社の由緒

に深く関係している。しかし、文書等によ

る記録は残っておらず、地域の伝承として

伝えられている。境内の看板には、「新羅国

から有明海の偵
てい

察
さつ

・調査の命を受けた海賊  

は、遣唐使の利用する坊津
ぼうのつ

の海路を使って闇
やみ

夜
よ

に早崎
はやさき

瀬戸
せ と

を通り抜け

有明海へ進入した。その後、海賊船は、灯りの多く灯る沿岸地を目指

した。その沿岸地の片方が肥後国近津だった。近津港に侵入した海賊

船は、敵船の攻撃時に使う大形の矢を射り、上陸を図ったが、住民た

ちは木に火を点けて投げ、烈
はげ

しく抵抗した。また三方の山には多数の松
たい

明
まつ

の様な灯りが灯り、右に左に移動するのを見て、防人
さきもり

の救援がやっ

て来たと思いこんだ海賊船は夜明け前に早崎瀬戸を抜けて天草灘
なだ

へと

退いた」という逸話が記載されている。その後、近津鹿島神社の建立

に合わせ、皆で海賊を退散させたことを忘れないよう、戦いを再現し

た祭りが行われるようになったと伝わっている。  

 

イ 祭りの座 

近津地区は、中
なか

・上
かみ

・下
しも

・島
しま

の４つの組に分かれている。祭りを担

当する組を「本
ほん

座
ざ

」といい、一年交代で中・上・下・島の順に務めて

いる。さらに、祭日である10月14日の午前に、次回本座を務める組の

昭和 29 年（ 1949）の記事  

昭和 30 年（ 1955）の記事  
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中から「座
ざ

元
もと

」を務める家が選出される。「座元」に選ばれた家は、祭

日から一年間神社の世話をする。世話の内容は、毎月１日と15日に神

社の 榊
さかき

を換えることや御
お

神
み

酒
き

をあげること、翌年の祭日に次の座元決

めを行うことである。 

座元以外に座元の補助役の「トウジ」がある。トウジは、本座の中

から三人程度、座元が親しい人や詳しい人に依頼する。例年、トウジ

は、祭りの開催される二週間前の９月中旬あたりに決められる。トウ

ジの主な仕事は、拝殿・神殿の幕張りや注
し

連
め

縄
なわ

かけをはじめとする祭

りの準備であり、他にも次の本座の組への申し送りなども行う。  

 

ウ 祭りの準備 

毎年９月20日前後に地区の山から椎
しい

の木を伐
ばっ

採
さい

する公
く

役
やく

があり、地

区の東側の山から椎の木を伐採する。長さ２～３ｍほどの椎の木を７

本切り集め、祭りの際に火が点きやすいようにするため、葉をつけた

まま２週間ほど乾燥させる。もし、椎の木が足りないときは、天
てん

水
すい

・

河内
か わ ち

・平山・松尾など、周辺地域に協力してもらう。また、境内の外

側には、これとは別に５尺の長さの縄で締めた薪
まき

や竹を７～８ｍほど

の高さに積み上げる。これを地元では「ウーヤマ」と呼んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 祭礼当日の流れ 

a 座元決め 

祭礼当日の10月14日の午前９時、こ

の一年間「座元」を務めた家に今回の

本座のトウジたちが集まり、次の座元

の選出が行われる。選出方法は、くじ

びきのような形態で行われ、その詳細
座元決め（御幣でくじを掬いあげる） 

祭りに使われる薪  ウーヤマ  
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な手順は以下の通りである。 

まず、市販の半紙を小さく（３～４ cm 四方くらいに）切って、次回

の本座の組に属する家の代表者の名前を書いて丸める。  

次に、丸めた半紙をお盆の上に載せ、宮司が祝詞
の り と

をあげる。また、

榊でお祓
はら

いをし、御幣でお盆の上の丸めた半紙を混ぜて、ゆっくりと

上に持ちあげる。御幣についてきた半紙を別に取り置き、この半紙の

数が三つになるまで同じ作業を続ける。 

最初に御幣についてきた半紙を開

き、紙に書いてあった人の家に今回

のトウジたちが次回の座元の打診に

向かう。もし、その候補が辞退した

ならば、二つ目についてきた紙に書

いてあった人の元に打診に行く。こ

のように、くじびきと打診を繰り返

して、次回の座元になる人を決める。 

座元決めにおける宮司は、ここ数

年は河内阿蘇神社から呼んでおり、

午後からの祭礼でもこの神社の宮司

が神事を行う。また、御幣は複数の

細い紙
し

垂
で

を棒の先に結んだもので、

静電気が起こりやすくして半紙がく

っつくようにしている。最近は丸め

た半紙をお盆の上に置いてくじ引き

を行うが、昔は広げた米の上に半紙

を置いてくじびきを行っていた。  

 

b 座祭り 

座元決めが終わると、次に今回の

本座の人たちと次回の座元、宮司を

加えて会食を行う。これを「座祭り」

と呼んでおり、座元決めが終了する

と地区放送をかけて、今回の本座を

担当する組の人たちを近津公民館に

召集する。  

座元決め（半紙が三つになるまで続ける） 

座祭りの様子  

座元決め（御幣）  
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組の人がおおよそ集まると、トウジや氏子総代が次回の座元の紹介

や今回の座元への労いなど一通りの挨拶を行い、その後、乾杯をして

２時間ほどの宴会を催す。  

 

c 放水作業 

午後になると、消防団による消火

用ホースを使用した放水作業が行わ

れる。これは、火ノ神祭りにおける

火の延焼を防ぐために行われ、境内

の木や地面・付近の住宅に水が撒か

れる。  

 

d 祭礼神事 

■七五三・還暦の神事 

午後６時に爆竹が鳴り、地区の人

たちが神社に集まって神事が行われ

る。近津では、火ノ神祭りに合わせ

て、七五三と還暦の神事が行われる。

神事を行う宮司は、午前の座元決め

を担当した河内阿蘇神社の宮司が務

める。七五三と還暦の神事では、ま

ず祝詞をあげ、お祓いの神楽が舞わ

れる。  

その後、七五三の代表者、還暦の代表者、

次の座元、組の代表が玉
たま

串
ぐし

拝
はい

礼
れい

を行う。神

事はおおよそ 30 分で終わり、拝殿から退

席する七五三の子供たちにお守りが配ら

れる。その後、火ノ神祭りが始まるまで、

地区の一般参加者が拝殿に参り、随時お祓

いが行われる。  

 

■火ノ神祭り  

午後８時、爆竹とサイレンが鳴り、人

が集まりだす。午後８時 30 分前、祭り参加

一般参加者のお参り  

境内の放水作業  

攻め手のお祓い  
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者が拝殿にてお祓いを受ける。 

火ノ神祭りの主な参加者は、近津の住

民・出身者の男性で、10～15 人ほどの既

婚者が攻め手を、10 人ほどの独身者が守

り手を務める。独身者は高校生から参加

可能。以前は 20 名ほどが参加していた。

祭りに参加する際は、攻め側は消防団の

法
はっ

被
ぴ

を着用する。防ぐ側は、綿製のつな

ぎを着用し、首まで覆う頭
ず

巾
きん

（コモ）を

かぶってやけどの対策をしている。  

参加者のお祓いが終わると、神楽の奉

納などが執り行われる。神楽の奉納は、

平山地区の方に依頼しており、笛役・太

鼓役・舞手の三名が神楽を奉納する。  

神楽奉納後、まずは延焼防止のために

拝殿の幕が外される。その後、集められ

た薪（枯れ枝）が社殿の周りに広げられ

る。祭りの参加者の一人が拝殿前で火を

灯した柴
し ば

を宮司から受け取り、拝殿のま

わりにおかれた薪に火がつけられる。  

攻め手は境内より一段下がった外側、

鳥居の前に位置取る。そうして、用意さ

れた枯れ枝の先に種火から火をつけ、燃

え上がらせてから、社殿側にいる守り手

に向かって槍投げの様に火のついた枝を

投げつける。投げる木の枝は、250～300

本ほど用意する。切り出す枝の長さは、  

燃やした枝を投げる事を考え、２ｍ以上である。 

拝殿前に陣取る守り手は、樫
かし

の木製の「Ｙ型」の「カルマタ」（これ

は、参加者が各自で用意する。）で飛んでくる松明を地面に叩
たた

き落とす。 

鳥居と拝殿のあいだにある階段付近が主な攻防場所となり、５分ほ

ど攻防が続くと、攻め手がウーヤマに点火する。  

 

 

神楽の様子  

カルマタを持つ守り手  

社殿の周りに広げられた薪  
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15 分ほどの攻防が終わり、ウーヤマの

火も落ち着いてくると、祭りは終了となる。

70 年ほど前は、用意する木の枝の数が多

かったため、約 40 分ほど続いていた。 

攻防で焼けなかった木々は、ウーヤマに

投げ入れて焼却され、見物客が引いたのを

見計らって、地元消防団が周辺の木々や家、

燃え残った枯木へ放水を行う。その後、ウ

ーヤマの薪が大体燃えると、ウーヤマにも

放水が行われる。祭りが終わると、拝殿で

座元やトウジたちに夜食が振る舞われる。

開催側が解散後、次回の座元は、神殿から

御神刀を下ろして自宅に移し、翌年の祭り

まで保管する。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

火が点けられたウーヤマ  

御神刀の移動  ウーヤマへの放水作業  

火ノ神まつりの攻防  
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②平山神社の「火焚き神事」 

平山神社の「火焚き神事」は、10月15日に行われる。 

 

ア 「火焚き神事」の由来と歴史 

「火焚き神事」については、古文書等の記録が残

っておらず、地域の伝承として伝わってきた。  

平山神楽の第十一座「国津」に使用される鬼の面

は、代々地区に伝わっているもので、神楽面の箱書

きによると、明治14年（1881）12月に制作されてい

る。  

昭和 48年（ 1973） 12月に発行された『日本談義』

に掲載された大塚正文著「松尾町平山の民俗」に平

山地区の祭礼行事の記述があった。平山神楽と火の

神祭り（火焚き神事）に関する記述があり、著者の

調査は昭和 47年（1972） 10月 10日に実施されたもの

で、これによると、室町時代のころ、岩戸の豪
ごう

族
ぞく

・

下田家の弟が近津に分家することになった。その際、

本家の兄に平山神社と祭りの維持を頼んだ。弟はそ  

の見返りとして、神楽に使用する女
め

竹
だけ

と男
お

竹
だけ

、神前に供える魚（「かけ

の魚」と呼ぶ）を毎年奉納することを約束したという伝承がある。そ

うして、祭り前日の 10月14日には座元ととび役が近津へ向かい、下田

家の弟の家から竹とかけの魚を受け取るのが恒例となり、現在もこの

奉納が続けられている（現在は子孫筋の藤本家から受け取っている）。 

この火焚きの神事は、元々「火ノ神祭り」と呼ばれており、その様

式も現在と異なっている。元は子供主体の祭りであり、準備から子供

たちが中心になって行っていた。元の祭の形は、子供たちが北と東に

分かれ、それぞれ代表者が萱
かや

の松明に本殿で点火した松明から火を移

してもらい、鳥居の前に村中から集めた薪や茅
かや

、麦藁
むぎわら

で作られた「火

ノ神」にどちらが先に火をつけるかを競
きそ

った。２組に分かれた子供た

ちは、松明を持つ相手の足を払
はら

ったり、行く先を 遮
さえぎ

ったり、竹の棒を

持って、火種を叩いて火を消したりと妨害していた。喧
けん

嘩
か

になっても

めることもしばしばであり、やけどを負う者もいた。しかし、祭礼が

勉強の妨げになるという中学校の通知により、平成８年（ 1996）ごろ

には、祭りの主体は消防団に代わり、競争することもなくなった。  

平山地区に保管さ

れている鬼の面の

箱書き  
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イ 祭りの座 

平山地区は、氏子が東・西・南・北・岩戸の５組に分かれており、

昭和56年（1981）時点で、東組は 15戸、西組は12戸、南組は 14戸、北

組は15戸、岩戸組は 10戸であった。東・南・北・岩戸・西の順で担当

（本座）を請
う

け負っている。なお、現在の戸数について、内訳は定か

ではないが、地区全体で58戸である。  

 

ウ 祭りの準備 

火焚き神事は、消防団が主体とな

って管理しており、祭り当日から２

週間ほど前の９月下旬か10月上旬に

使用する薪を集める。昔は１軒に５

本ずつ薪を用意しており、子供たち

が集めて回っていた。平山神社境内

前の空き地に落葉、竹、束ねた藁な

どを山積みにし、火焚き神事用の薪

を作製する。 

また、祭りの前の日曜に拝殿に神

殿に幕や提灯を取り付ける。また、

板の間に御座を敷き、日よけ・雨よ

けのためのブルーシートを取り付け

て、神楽用の楽屋を設営する。 

祭り前日の 10月 14日に座元の代表

者と「とび役」（各組に１人ずつ選出。

２年ごとに交代する。自分の隣保の世

話をする。）の２名は、近津地区の藤

本家から神楽に使用する女竹 10本（弓用６本、御幣用４本）と男竹２

本（鉾用１本、弓用１本）、「かけの魚」を受け取る。なお、以前は祭

りの翌16日に「かけの魚」を岩戸の下田家（本家）に持って行くこと

になっていたが、下田家（本家）は断絶しており、現在はその年に座

元を担当した家が受け取っている。「かけの魚」は、以前はボラを用意

していたが、現在は鯛を用意している。  

また、神前に供えるものとして、満潮時に近津の港から潮
しお

水を一升

瓶やペットボトルで汲む。この潮水は、近津の海から汲
く

む決まりがあ

潮汲みの様子  

拝殿への飾りつけ  
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り、ほかの地区から汲んで供
そな

えると、その年は災
さい

難
なん

が起こると伝えら

れている。祭りが終わった翌 16 日の午前中に地区内で祀られている地

蔵（地域で「年の神」と呼ばれる）や椋
むく

の御神木（地域で「あこうさ

ん」と呼ばれる）の所に潮水を持って行き、それぞれのしめ縄を交換

したあとに奉納する（潮水をかける）。  

 

エ 祭り当日の流れ 

a 注連縄・採物づくり 

祭り当日は朝８時ごろから本座で注

連縄を作製する。注連縄を作る際、藁を

柔らかくするのに「ワラウチ」と呼ばれ

る道具を用いる。この道具は、樫の木か

ら個人が彫り出して奉納したもので、も

う何十年も使われている。  

鳥居に付ける大注連縄は、去年設置し

た注連縄を元に長さを決める。このとき

基準とした昨年の注連縄を「モトカタ」

と呼ぶ。注連縄は、大きい注連縄を１本

（鳥居用）、中ぐらいの注連縄を１本（猿

田彦用）、細い注連縄を４本（鳥居用、猿

田彦の玉垣用、山の神用、神殿用）作製

する。拝殿の注連縄は、正月に換えた場

合は新しく作製しない。細い注連縄の〆

の子（注連縄に紙垂と一緒に付ける藁で

作った飾り）は、左から藁を７本、５本、

３本と垂らすのが基本であるが、現在は

藁の数は気にせずに、三ヶ所〆の子を作

る。  

注連縄づくりの途中には、境内の掃除

や榊の交換などを行うほか、神様が降臨

する目印として鳥居の柱に沿って左右に

１本ずつ若竹を立てかけて固定する。  

また、前日に藤本家から貰い受けた竹

を使って神楽用の御幣・弓・榊といった

ワラウチ  

鳥居に設置された大注連縄  

猿田彦に設置された注連縄  
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採物を作る。この作業は消防小屋で行わ  

れる。準備作業は、大抵正午前に終わり、昨年作った注連縄と今回の注

連縄づくりで余った藁は火焚き神事用の薪に追加される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

b 座祭り 

午前の準備を終えると、場所を熊本市松尾北地域コミュニティセン

ターに移し、「座祭り」が行われる。座祭りには、今回の本座を担当す

る組に属する人たちと前回の座元が集まり、会食を行う。また、食事

が終わると、座元決めが行われる。  

 

c 座元決め 

手順は、まず、小さく切った半紙に今

回の本座の組に属する人たちの名前を書

き、小さく丸める。次に、お盆に丸めた

半紙を載せて、担当者がその前に正座し、

平山神社の方向を向き、二礼二拍手一礼

で拝む。その後、細い紙垂を複数取り付

けた幣を使って、紙を掬い上げる。掬い

弓づくり  

榊づくり  御幣づくり  

注連縄づくり  

御幣を使って紙を掬う  
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上げた紙に書かれていた人が次の座元と

なる。座元が決まると、平山神社と書い

た半紙で封筒を作り、座元の名前の書か

れたくじを納める。そして、半紙の封筒

を竹に挟み込み、紙垂を藁で取り付けて

御幣を完成させる。この御幣を「神
しん

体
たい

幣
へい

」

と呼び、この神様が宿った幣を一年間神

棚で祀るのが座元の仕事である。  

今年の座元に神体幣の取り渡しが行わ

れたあと、旧座元、新座元、座祭りに参

加している人たちの順番にお猪口を回し、

注いでもらった酒を飲む。酒を飲んだあ

と、同じ順番で赤飯を一口ずつ手に貰い、

それを食べる。これで座祭りはお開きと

なる。なお、このとき食べる赤飯を「バ

クサン」と呼ぶ。  

 

d 火焚き神事の準備 

午後になると、消防団が火焚き神事の準備を始める。夜に明かりを

確保するためにライトの設置を行い、消防団員待機用のテント用の骨

組みを組み立て、中に木製の低いテーブルを置く。また、目隠し用に

神紋がプリントされた幕を張る。このテントは、消防団の待機場所と

して使われる。他にも、大竹に「奉
ほう

寄
き

進
しん

」と書かれた幟を取り付けて

立てる。  

また、午後４時30分ごろからおおよそ  

30分かけて、周辺の山や畑に延焼防止の  

放水作業が行われる。  

 

 

 

 

 

 

 

バクサン  

放水作業の様子  

神体幣  

幟の取り付け  
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e 平山神楽 

午後３時ごろに加藤神社から宮司

が来て、４時ごろから秋季例大祭の

神事が執り行われる。祝詞、御祓い、

玉串拝礼などが行われ、一時休憩を

挟む。そして、午後６時過ぎ、平山

神楽の奉納が始まる。 

 

 

■概要  

平山神楽は、西区に伝わる肥後神楽の一つで、熊本市指定の無形民

俗文化財である。神楽は、全十二座で構成された採
とり

物
もの

（祭司の際に神

職が手に持つ道具を指す）神楽である。演目は以下の通りである。  

一）三
さん

座
ざ

（式神楽三座） 二）奉剣
ほうけん

乃舞 三）真
ま

榊
さかき

乃舞 

四）二
に

剣
けん

乃舞 五）剣
けん

弓
きゅう

乃舞 六） 長
ちょう

幣
へい

乃舞 七）浮
う

羽
わ

矢
や

乃舞  

八）四
し

剣
けん

乃舞 九）神
しん

宣
せん

歌
か

 十）四
し

方
ほう

拝
はい

 十一）国
くに

津
つ

  

十二） 修
しゅう

神楽
か ぐ ら

 

神楽が創られた時期については、「古来継承されている」との伝承の

みで詳細は明らかでないが、「近津の下田家に幣物を受領に行かなけれ

ば、大祭が始められない」という慣習から考えると、この下田家とい

う家は戦国時代には当地にいた豪族であることから、この神事及び神

楽の伝来の古さが推測される。 

  

■平山神楽保存会  

以前は各組に一人か二人、祭りのときに神楽を舞い、奉納する「神

主」がいた。他所から雇うとお金がかかるので、これらの神主が神楽

をあげていた。昭和 50 年（1975）に平山神楽が市指定の無形民俗文化

財となった際、地域住民で平山神楽保存会を組織した。現在はこの保

存会が神楽を伝承している。 

以前は、小学校３年生から大学生までの男子が神楽の舞手を務めて

いたが、少子化などの影響もあり、平成 26 年（2014）の大祭では、初

めて女子児童が平山神楽を奉納している。平成 30 年（2018）の祭りで

は、20 名の舞手（うち大学生以下 11 名）と太鼓・笛を担当する５名

平山神楽  三座「真榊乃舞」の一幕  



第２章 熊本市の維持・向上すべき歴史的風致 

176 

 

の楽
がく

方
がた

（うち２名が舞手を兼任）とで神楽を奉納した。  

■採物
とりもの

 

神楽の採物には、神楽鈴・弓矢・剣・幣・榊・矛などがある。平成

６年（1994）に神楽に使用する品々を揃えた。それ以前に使っていた

採物（神楽鈴など）は保管しており、100 年以上経過しているものもあ

るという。 

神楽が舞われる際には、太鼓・締
しめ

太鼓・横笛・ジャガラン（鉦
かね

）な

どが演奏される。神楽における衣装は、十一座の「国津」に登場する

神以外は全員狩
かり

衣
ぎぬ

姿である。神楽で使用される鬼の面は、 100 年以上

使用されていると伝わっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■練習  

神楽は９、10 月の土日祝日を練習にあて、９月中は平山地区にある

熊本市松尾北地域コミュニティセンター内で、 10 月になると平山神社

の拝殿で練習が行われる。 

 

■神楽の奉納  

神楽の奉納には、３時間ほどかかる。また、神楽の奉納は平山神社

内の幅２間、長さ３間ほどの拝殿で行われる。  

浮羽矢乃舞では、最後に舞手が背中に指していた矢を放つ。放たれ

た矢を取った子供の家では、来年までこの矢を神棚に祀る。そして、

翌年の火焚き神事で燃やされる。  

祭日に作られた榊や御幣などは、神楽が舞われたのち、一旦神殿内

に収納するが、神楽が終わると、まだ燃えている火焚きの薪に投げ入

れて焼却する。  

 

 

平山神楽  十一座「国津」の一幕  平山神楽に使われる鬼の面  
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f 火焚き神事 

五座「剣弓乃舞」の途中で拝殿の東側に消防

団員が二列になって整列する。剣弓乃舞が終わ

ると、舞手が拝殿から降りてきて、団員のお祓

いを行う。その後、七座「浮羽矢乃舞」の際中

に火焚き用の薪の前に整列する。 

浮羽矢乃舞が終わると、点火に用いる茅
かや

製
せい

の

箒
ほうき

「ツケモン」を持った団員が神殿の左右に二

人ずつ配置され、宮司役から火を点けてもらう

と、鳥居の外に向かって走り、薪に火を点け、「火

焚きの神事」が始まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火点け担当以外の団員は、消火用にホースを持ったり、観客の避難

を指示したり、燃え移りがないか確認しており、薪に火がついて燃え

上がるのと同時に消火用ホースから放水がされ、近くに燃え広がらな

いようにしている。  

点火に用いる「ツケモン」 

薪への火点けの様子  火焚き神事  

「ツケモン」への火点け  火種を持って走る火点け役  
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薪の火が弱まると放水が止まり、神楽

が再開される。その後、神楽が終わって

も薪は燃えているが、燃え残りが少なく

なると、消防団によって消火が行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）まとめ 

有明海沿岸に位置する、近津を始めとしたこの周辺の地域には、新

羅国から侵攻してきた海賊に対して、火を用いて追い払ったという伝

承が伝わっている。その伝承は、近津地区において、海賊退治の伝承

に沿うように儀礼化され、「火ノ神祭り」として、現在も執り行われて

いる。また、平山地区では、名称や神事の変更があるものの、火を用

いた祭礼神事として、平山神楽とともに継承されている。  

また、平山地区では、祭礼前に近津の旧家に御幣を受け取りに行っ

たり、裏山で祭用の竹を貰ったり、近津の沿岸で祭礼に使う潮水を汲

んだりと、火ノ神祭り以外の祭礼神事でも近津地区との深い関わりが

あることが分かる。 

この火ノ神祭りは、全国でも類を見ない、勇猛な祭りであり、近津・

平山地区の地理的独自性によって生まれ、現代まで継承されてきた。

「火ノ神祭り」を始めとした祭礼神事は、まさにこの地域の歴史・記

録そのものであるといえる。その神事の背景のみならず、祭礼神事に

至るまでの地域の人々の準備や手順などの慣習を含め、この地域の歴

史的風致を形成している。  

 

 

 

 

 

消火作業の様子  
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松尾町近津・平山の祭礼にみる歴史的風致の範囲  


